
(11月まで) 

関係団体配布資料 

 資料１  

千葉市のごみ処理の現状 

 

１ 焼却ごみ量の推移について 

千葉市では、平成１９年度から、「焼却ごみ１／３削減」（年間焼却ごみ量２５万４０００トン）

を目標に、ごみの減量やリサイクルの推進に取り組んできました。 

市民の皆様、一人ひとりの取組みによって、焼却ごみ量は年々着実に減り、平成２６年度の焼

却ごみ量は２５万５３１トンとなり、目標を達成することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 目標達成に向けた主な取組み 

 「焼却ごみ１／３削減」目標達成に向け、これまで以下のごみ減量施策に取り組んできました。 
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（単位：トン） 

目標値 

254,000 



３ 家庭系可燃ごみ組成の経年変化 

 市民の皆様の雑がみ分別等の取組みによって、「資源化できる紙類」の割合が減少しました。 

 引き続き、雑がみ分別の普及啓発を継続するとともに、今後は約４割を占める「生ごみ」の減

量に向けた減量施策を強化していきます。 

（単位：％） 

【家庭系可燃ごみ】 H19 H20 H21 H23 H24 H25 H26 

プラスチック類 10.5 15.0 17.3 15.4 13.5 14.9 16.6 

資源化できる紙類 19.0 17.7 13.0 10.2 10.5 10.3 9.4 

資源化できない紙類 15.2 15.5 18.6 16.8 14.8 14.8 18.4 

生ごみ 38.3 40.4 39.7 46.5 43.6 43.4 44.2 

木くず 3.7 5.1 3.8 5.2 13.0 9.0 4.6 

布類 5.2 3.7 3.8 3.4 3.0 6.4 4.3 

その他 8.1 2.6 3.8 2.5 1.6 1.2 2.5 

 

 

４ リサイクル率が４年連続で第１位 

千葉市では、平成２２年度から２５年度にかけて、人口５０万人以上の自治体の中で、リサイ

クル率が４年連続で第１位となっています。 

 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

第１位 
千葉市 

（３０．８％） 

千葉市 

（３０．８％） 

千葉市 

（３１．４％） 

千葉市 

（３２．３％） 

第２位 
北九州市 

（２９．０％） 

八王子市 

（３０．３％） 

新潟市 

（２６．９％） 

新潟市 

（２７．２％） 

第３位 
名古屋市 

（２７．９％） 

名古屋市 

（２７．５％） 

八王子市 

（２６．９％） 

八王子市 

（２６．４％） 

 

 

 

      ※再生利用量：家庭系資源物収集量、集団回収量、古紙回収庫回収量、 

              事業系資源物回収量、不燃ごみ・粗大ごみの破砕後資源化量、 

              焼却灰資源化量の合計 

 

リサイクル率 ＝           × １００ 

再生利用量 

総排出量 


